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大切な宗像のために。
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「意見を表明する権利」

子どもが意思決定されているような事業

子ども基本条例「意見を表明する権利」を保証するために遵守する4つの保証
①自分の気持ち又は考えを表現するために必要なコミュニケーションの力を伸ばす機会
　が得られる
②自分の気持ち又は考えを表明し、尊重される
③意思決定に参加する
④社会に参加して、適切な支援が受けられる
本市の子ども事業で子どもが意思決定されているような事業があるか。

子どもにやさしいまちづくりとは子どもにやさしいまちづくりとは1

市今後研究させていただく。

NPOから市民が助言を受けな
がら運営をしていく
人材・広がり）居場所づくりの運営ノウハウ等についてはNPOから市民が助言を受けな
がら運営をしていくことで負担軽減もできるのでは？

市子どもに様々な体験活動ができる居場所づくりを市内全体に広げていく必要がある子どもに様々な体験活動ができる居場所づくりを市内全体に広げていく必要がある。そのた
めに現在プレーパークを協働委託している市民団体の力を借りながら子どもに優しいまちづ
くりを進めていく。

要要望望 まちの施策に子どもたちの意見を反映させるための視点や機会が無い。将来宗像市を担って
いく子どもたちに当事者として意思決定に参加してもらうことで真の意味で子どもに優しいま
ちづくりになると思う。子どもの意見表明機会づくりを理解して進めてほしい。

まちの施策に子どもたちの意見を反映させるための視点や機会が無い。将来宗像市を担って
いく子どもたちに当事者として意思決定に参加してもらうことで真の意味で子どもに優しいま
ちづくりになると思う。子どもの意見表明機会づくりを理解して進めてほしい。

子どもの居場所づくり事業を推進していくための課題は？

市地域子ども支援者の育成（人材）と国の財政支援が５年間で終了する（財源がない）こと、プレ
ーパークについては地域への普及（広がり）が点にとどまっていることが課題。

他自治体

子ども事業に対する
具体的な支援のお願い

(財源)
ふるさと寄附

福岡市のNPO
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福岡市子ども未来局

企業からの
寄付

募集子ども施策に
関する基金

子どものために使える
お金を確保する努力

子どもの居場所づくりが重要子ども基本条例を遵守するのであれば子どもの居場所づくりが重要であり、今後も力を
入れて欲しいがどうか。

市子どもに関わる地域の担い手を増加 地域
の子どもに対する地域住民のまなざしを豊か 地域の子どもは地域で育てる

地域の教育力向上

子どもの居場所づくりを推進することにより、子どもに関わる地域の担い手を増加させ、地域
の子どもに対する地域住民のまなざしを豊かなものとし、地域の子どもは地域で育てるという
機運を醸成させ、地域の教育力向上につなげていきたい。

市意思決定の過程に子供の意見を
反映させる取り組みは子どもまつり実行委員会
自分の気持ちや考えを表明する機会を市として設けてきた。意思決定の過程に子供の意見を
反映させる取り組みは子どもまつり実行委員会になる。まだまだ自分の気持ちや考えを表明
する機会にとどまっているものもあるので、今後は意思決定の過程に子どもの意見を反映す
る取り組みを増やしていく必要がある。

子ども自身が自分の考えを表明して意思決定にも関わる
子どもが気兼ねせずに自主的に自分の夢や考えを公にできる環境、それを行動に移せ

る環境が本来の意見表明機会 市全体の子ども施策や市
内子ども関係団体に意見表明の真の意味が伝わっているのか

子ども自身が自分の考えを表明して意思決定にも関わることで、初めて条例の意味が出
る。子どもが気兼ねせずに自主的に自分の夢や考えを公にできる環境、それを行動に移せ
る環境が本来の意見表明機会と考える。市の認識が薄い状態で市全体の子ども施策や市
内子ども関係団体に意見表明の真の意味が伝わっているのか疑問がある。今後は啓発の
取り組みをしてもらえるか。

市普及啓発活動は市においても職員の認識をさらに深めていく必要がある。条例の趣旨を実践
につなげる視点で、周知方法についても工夫したい。

他の自治体では子どものために使える
お金を確保する努力をしている、宗像
市でも今後このような創意工夫をして
ほしいが。

● YouTube始めました！● YouTube始めました！ ● ブログも始めました！● ブログも始めました！
安部よしひでの議員としての公式
チャンネルを開設しました！議会での
一般質問の模様を配信しています。

アメーバブログでも議員
活動報告をしていますの
で是非ご覧ください！

「私が市長等三役給与及び議員報酬を増額する議案に反対した理由」「私が市長等三役給与及び議員報酬を増額する議案に反対した理由」
①本市においては財政調整基金が数年で底をつくことがわかっている状況であり、そのことについて過
　去に市長ご自身が自らも身を切る改革の必要性を発言されていること。
②12月議会で職員の給与引き上げの議案、およそ2700万円の年間支出を増やすことについて全員賛
　成で議決させたので、その増えた支出の分も合わせて財源の確保を行うことを市長等三役及び我々
　議員が努力する責任があること。
③厳しい財源確保のために我々議員は行政に対して一層の行財政改革を訴えていく立場、市民の皆
　様にも様々なご協力を求めていかねばならない立場であること。
④我々議員が自らの待遇処遇をよくすることは、多くの市民の理解を得られないし、行政や議会に対し
　て大きな不信も招きかねないと考えられること。

私の訴えは届かず、賛成多数で可決しました。今後も市民の皆様にとってどうあるべきか？自分と向き
合いながら行動していきたいと思います。



創立72年
生徒数700人以上

・校舎の老朽化を危惧
・早期の建て替えを求める

多くの声多くの声

昨年度から住民に対して説明の場が開かれ、令和元年度中
の基本計画策定を目指し、今年度から地域住民、保護者の
代表などによる協議が進められている。

吉 武 地 区
赤 間 地 区

1,834人
17,221人

赤間西地区 9,502人
28,557人合 　 　 計

城山中学校は市の人口
のおよそ3分の1に影響
している学校

多くの在校生、将来生徒、市民の生活にとってはおよそ50年間影響がある施設

JR教育大前駅
県道69号線

唐津街道赤間宿
福岡教育大学

地域の拠点（指定避難所も含めた）機能も求められる

多くの在校生、将来生徒、市民の生活にとってはおよそ50年間影響がある施設であり、建て
替えについては、慎重に計画を策定し、設計を行う必要があると考えるので、もう一度大き
な視点で見てほしい。宗像市の再生事業として教育部門だけではなく都市計画課、都市再
生部の学校建設経験、専門的知見等、全庁的な体制づくりをしてほしいが市長の考えは。

城山中学校整備事業について城山中学校整備事業について3

パトランや赤間西パトロール（ANP）のような市民による防犯活動を今後も応援してほしい。
要要望望

パトランや赤間西パトロール（ANP）のような市民による防犯活動を今後も応援してほしい。

パトランに対する本市の見解と、パトランが普及していくことによって本市（市政、市民） 
にどのような効果が期待できると考えるのか伺う。

パトラン(パトロールランニング)についてパトラン(パトロールランニング)について2

この取り組みが宗像から全国に拡大
している

子どもや女性、高齢者が安心して暮らせる地域の実現をビジョンに掲げ、地域安全づくりと推
進するNPO法人改革プロジェクトに敬意を表すとともにこの取り組みが宗像から全国に拡大
していることを大変うれしく思う。

パトランの普及
による効果

・  参加者の体力・健康づくり
    街灯犯罪の防止

宗像市刑法犯の認知件数
平成29年
平成30年

501件
398件 減少

県内同規模自治体の中で1000人当たりの犯罪発生件数が最も少ない

パトランを初めとする市民の防犯活動は宗像市にとって大変有効な活動である。

市長市長

市との連携も検討してほしいがどうか。 市今後検討させていただきたい。

地域都市機能の誘導を図って
いきたい

城山中学校、福岡教育大学の特別支援学校は同時期に建設が予定されている。これは赤間地
域にとって大事業。交通機関の結節点という点も生かしながら地域都市機能の誘導を図って
いきたい、重要な案件だと認識している。

市長市長

　去る12月1日に開催された大阪マラソンに2年ぶりにパトランのチャリティーランナー
として出場し、無事？に42.195km完走することができました。
　ゴール後は感動する暇もなく翌日から宗像市議会が開会するために、新幹線に飛び乗
りました。応援してくださった皆様に心から感謝します。

●ご報告●

議員として住民自治の基盤である自治会の「再生」を大きな課題の一つとして、今後のまちづくりに
生かしたいと考えています。

役員を引き受けさせていただき、学校に行く機会も増え、保護者のみなさんの声を伺うことが増え参
考にさせていただいています。９月議会では関連質問を行う予定です。

田久公民館長になりました

城山中学校PTA副会長になりました

今年１１月２６日に開催される大阪マラソンに、宗像市発祥の「パトロ
－ルランニング」（パトラン）で有名なＮＰＯ法人改革プロジェクトが九
州で初めて寄付先団体に指定されました。私も議員として防犯パトロー
ルと健康づくりを同時に行えるパトラン活動を後方支援させていただい
ており、行政に対してもハーフマラソンやマラニック大会の開催などを
訴えてきた経緯もあり、今回チャリティランナーとして 42.195km完走
を目指すことになりました。
つきましては、この改革プロジェクトさんの活動へ寄付を呼び掛けてい
ます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

大阪マラソンでチャリティランナーとして
宗像市とパトランの発信を行います

頼まれたら断れない性格・・・。引き受けたからには頑張ります！

企業スポンサー募集中！
多くの市民のみなさんに活動を知っていただくこと、市議会への興味関心をさらに深めていただけるよう
に努めることは議員としての重要な役目です。
現在、安部よしひでの活動報告書の作成費や視察研修費などは、その大半が政務活動費（税金）です。し
かし不足分は安部個人が負担しています。また議員インターンシップの受け入れは全て自己負担で行って
います。正に、頑張れば頑張った分だけ自己負担が増える状況です・・・・。
そこで、活動報告書に企業名などを掲載して下さるスポンサーを募ることで、政務活動費や
自己負担を減らし、その減らした分を他の議員活動に少しでも回せるようにしたいと考え
ました。このような取り組みは極めて珍しいのではないかと考えますが、日ごろ行政に
対しても事業スポンサー制度の推進などを訴えている立場ですので、まずは自らが
チャレンジしてみようと考えました。どうぞご理解お願いいたします。
配布枚数は2000枚です。企業名やお名前を掲載し、広く告知をさせていただく予定です
のでご連絡をお待ちしています。

④感動をありがとう！スポーツ表彰④感動をありがとう！スポーツ表彰

③狂犬病予防③狂犬病予防対策

②産業政策②産業政策
大型商業施設との連携を提案

施設内で行政イベントが開催されるまでに連携は進んでいます

　あの提案はどうなった　？ ？
①これでナットク！宗像市の家計簿①これでナットク！宗像市の家計簿

市民
(特に若年層)に、財政に関して興味関心を持ってもらえるよう、わかりやすい予算決算の報告書を作っ
てもらえないか提案型の質問を行いました

財政に関する漫画を作成し市民に配布

「宗像市の家計簿」として宗像市のホームページにアップされ
ました！

多くの市民の方々に知って、見
て、考えていただきたい、それが真の目的です

　2019年6月議会の一般質問で宮若市の発行しているマネーブックを紹介し、宗像市においても市民
(特に若年層)に、財政に関して興味関心を持ってもらえるよう、わかりやすい予算決算の報告書を作っ
てもらえないか提案型の質問を行いました。(その時は努力してくれる内容の答弁をもらっていました)
　また、9月議会の質問冒頭でも市議として財政に関する漫画を作成し市民に配布したところ、とても好
評だったことを執行部に伝えていました。
　11月になり、平成30年度決算について「宗像市の家計簿」として宗像市のホームページにアップされ
ました！(各地区のコミセンでも配布されています)
　執行部には早い対応と努力をしていただいたことに感謝いたします。多くの市民の方々に知って、見
て、考えていただきたい、それが真の目的です。

　2017年6月議会で大型商業施設との連携を提案していました。提案する前は行政のチラシを施設敷
地内で配布させてもらえるように市に提案しても、行政の方が公平性の問題で配布できないと尻込みす
る様な状況でしたが、今では施設内で行政イベントが開催されるまでに連携は進んでいます。市役所、
商業施設、医療機関、民間企業の皆様のご理解とご協力のおかげです。
　何事も「言うは易く行うは難し」であります。我々市議の仕事の一つは「言う(提案)を行う事」だと思いま
す。もちろん、言う前に自ら調べたり経験しなければ言う資格自体がないと肝に銘じております。

のぼり旗
による啓発が始まりました！
　ペットの予防接種、飼い主の方々のマナー向上がさらに進むことを期待して
います！

2013年12月3日
の一般質問でスポーツ推進条例とスポーツ表彰制度を提案しました

　2019年12月16日、日本代表で宗像サニックスブルース所属のジェームズ・ムーア選手
に対して、スポーツ表彰状が沢山のファンの拍手の中、贈呈されました。W杯では感動をあ
りがとうございました！
　スポーツの持つ力をまちづくりに生かすために視察研究したうえで、2013年12月3日
の一般質問でスポーツ推進条例とスポーツ表彰制度を提案しました。

素晴らしい市民の功績を讃え、市民全体の歓びや誇り・絆をさらに強くする機械に繋げる、その瞬間
に立ち会うことができました

今年はオリンピックイヤーなので、より多くの方々にスポーツに興味関心を
持っていただくことを期待します！

　その後、執行部に調査研究を進めていただき、議会で採択された結果、2015年3月31日に「スポーツ
条例」が制定され、2016年12月14日に同条例にある「スポーツ表彰」に関する要綱が告示されました。
　素晴らしい市民の功績を讃え、市民全体の歓びや誇り・絆をさらに強くする機械に繋げる、その瞬間
に立ち会うことができました。記念写真ではプレゼンターを務めた子どもたちの表情を目に焼き付けま
した。本当に感動しました。今年はオリンピックイヤーなので、より多くの方々にスポーツに興味関心を
持っていただくことを期待します！

　2019年9月議会の一般質問で、狂犬病の予防接種率の減少の因果関係を
調べるための創意工夫と、畜犬登録がどの程度信頼できるのかという疑問が
あるのでデータの整理をしてほしいと求めました。
　また、接種率向上の対策の一つとして、現在ペットの持ち込みが許可されて
いる公共施設の出入り口において保健所等が所有する予防接種ののぼり旗等
を設置して、お金のかからない啓発の努力を求めました。その結果、のぼり旗
による啓発が始まりました！
　ペットの予防接種、飼い主の方々のマナー向上がさらに進むことを期待して
います！


